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（仮称）屋代スマート IC
YASHIRO ETC専用

長野 IC
NAGANO

坂城 IC
SAKAKI

～上信越自動車道との新たな結節点～～上信越自動車道との新たな結節点～
（仮称） 屋代スマートインターチェンジの新規事業化が決定（仮称） 屋代スマートインターチェンジの新規事業化が決定

スマートインターチェンジ整備により、 市内産業をさらに進化 ・ 発展させるとともに

人 ・ モノ ・ 文化の新たな流れを生み出し、 市内全域の活性化に寄与する
　
市
で
は
「
交
通
の
要
衝
」
と
い
う
強
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
９
月
８

日
（
金
）、国
よ
り
上
信
越
自
動
車
道
に
新
た
に
設
置
す
る
（
仮

称
）
屋
代
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
規
事
業
化
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
で
は
複
数
の
大
規
模
な
産
業
団
地
の
形
成
が
進

ん
で
お
り
、「
次
世
代
産
業
」
の
さ
ら
な
る
発
展
と
い
う
市
の

未
来
を
見
据
え
た
重
要
な
局
面
に
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ

を
よ
り
加
速
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

＊
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
は
仮
称
で
あ
り
、
正

　
式
な
名
称
は
地
元
の
皆
さ
ん
や
利
用
者
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

　
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　3　令和５年11月 令和５年11月　2 　

☎地域開発推進室（内線 4123）

更埴 JCT 更埴 IC

北陸新幹線

しなの鉄道

国道 18 号

至新潟 ・ 富山

雨宮産業団地

屋代工業団地

森将軍塚古墳

至東京

屋代高校前駅

姨捨
スマート IC

新田工業団地

八幡東産業団地

至名古屋

長野自動車道

上信越自動車道

上信越自動車道

長野自動車道

（仮称） 屋代スマートインターチェンジ

設置検討箇所

（仮称） 屋代スマートインターチェンジ

連結許可書　伝達式 （令和５年９月）

東日本高速道路株式会社 関東支社 長野工事事務所長
（左）立会いの下、国土交通省 関東地方整備局 長野国道
事務所長（右）から連結許可書を受けた小川市長（中央）

市内全域に波及市内全域に波及

する好循環の輪する好循環の輪

八幡東産業団地雨宮産業団地

長野市篠ノ井地区よりドローンを用いて撮影 （令和５年９月）
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（仮称）屋代SIC
YASHIRO

未来
FUTURE

未来につながるスマートインターチェンジ千曲市発展の礎
いしずえ

として、

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
）
と
は
、自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）

搭
載
の
車
両
に
利
用
を
限
定
し
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
こ
と
で
す
。

　
利
用
車
両
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
簡
易

的
な
料
金
所
の
設
置
で
済
み
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
比
べ
低
コ
ス
ト
で
導
入
で
き
る
な
ど

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
っ
て
？

ど
ん
な
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
な
る
の
？

　
現
在
計
画
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
概
要
は

左
記
の
通
り
で
す
。

▼
設
置
計
画
箇
所　
上
信
越
自
動
車
道
（
坂
城
Ｉ

　
Ｃ
～
長
野
Ｉ
Ｃ
間
）

▼
接
続
形
式　
本
線
直
結
型

▼
形
式　
フ
ル
イ
ン
タ
ー
形
式
（
全
方
向
）

▼
運
用
形
態　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
両
全
車
種　
24
時

　
間
通
行
可
能

　
（
仮
称
）
屋
代
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
、
上
信
越
自
動
車
道
の
坂
城
Ｉ
Ｃ
と
長
野
Ｉ
Ｃ

の
間
に
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
な
整
備
位
置
は
、
今
後
着
手
し
て

い
く
測
量・設
計
を
通
じ
、
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

ど
こ
に
整
備
さ
れ
る
の
？

令和５年11月　4 　

↑設置計画箇所 （広域図）

※ランプ位置 ・ 形状などは、 今後詳細設計を実施し確定する
　ものであり、 現時点で確定しているものではありません。

こ
れ
ま
で
の
当
該
Ｉ
Ｃ
の
経
過
は
？

▼
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
相
談
会

（
市⇒

国
）

　
平
成
28
年
～
令
和
４
年　
計
７
回
実
施

▼
国
に
よ
る
準
備
段
階
調
査

　
令
和
４
年
９
月
30
日　
調
査
箇
所
の
選

　
定

▼

（仮
称
）
屋
代
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
準
備
会

　
令
和
４
年
11
月
～
令
和
５
年
３
月

　
計
３
回
開
催

▼
屋
代
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
地
区
協
議
会

　
令
和
５
年
７
月
21
日　
第
１
回
開
催

▼
屋
代
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
新
規
事
業
化

　
令
和
５
年
９
月
８
日

ど
ん
な
整
備
効
果
が
あ
る
の
？

　
既
存
の
屋
代
・
新
田
工
業
団
地
や

順
次
操
業
が
開
始
さ
れ
る
雨
宮
産
業

団
地
か
ら
、
新
た
に
発
生
す
る
大
型

車
輸
送
交
通
の
東
京
方
面
へ
の
高
速

道
路
ア
ク
セ
ス
時
間
が
最
大
約
４
分

短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、
輸
送
時
間
の

短
縮
や
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

産業の促進 ・

物流の効率化

　
更
埴
Ｉ
Ｃ
へ
の
一
極
利
用
集
中
か

ら
の
分
散
が
図
ら
れ
、
国
道
18
号
で

１
日
あ
た
り
約
７
０
０
台
、
国
道

４
０
３
号
で
約
２
３
０
０
台
の
交
通

量
が
減
少
し
、
混
雑
度
の
緩
和
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

更埴 IC 周辺道路

の渋滞緩和

　
関
東
方
面
か
ら
市
の
主
要
観
光
地

で
あ
る
「
あ
ん
ず
の
里
」「
科
野
の

里
歴
史
公
園
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間

が
約
７
分
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、

渋
滞
を
回
避
し
た
ア
ク
セ
ス
性
向
上

に
よ
り
さ
ら
な
る
入
込
客
数
の
増
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
の
他
の
観
光
拠
点

へ
の
周
遊
観
光
に
つ
な
が
り
、戸
倉・

上
山
田
温
泉
へ
の
宿
泊
客
の
増
加
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

観光促進

▲準備会の様子

▲

運送業Ａ社の声　首都圏への発着が主で
　あるため、既存 IC と比べ、より時間短
　縮できる当該スマート IC の早期供用に
　期待します。

▲

製造業 B 社の声　スマート IC 整備によ
　り東京方面と名古屋方面の使い分けが
　でき、効率的な運送ができます。

▼工場建築が進む雨宮産業団地▼渋滞する国道 18 号

▲

製造業Ａ社の声　製品運送や社員
　の通勤の点で国道 18 号の慢性的
　渋滞を懸念しています。そのため、
　現在整備が進む国道 18 号バイパ
　スと共に、交通の分散が図られる
　当該スマート IC 設置を強く希望
　しています。

観光客の居住地割合

市外県内市町村

52％

県外県外

4141％％

市内７％４割が県外から

の来訪者

県外観光客の居住地割合

千葉

20％

東京

15％

群馬群馬

1010％％
埼玉埼玉

７％７％

神奈川神奈川

７％７％

愛知愛知

７％７％

新潟新潟

７％７％

その他その他

2727％％

６割が関東方面

からの来訪者

回答者 101 人

回答者 41 人

平成 31 年４月実施
市内観光客アンケート調査より

▲

国土交通省プレス発表（一部）

↑スマート ICイメージ図

インターホンインターホン

料金表示板料金表示板

路
側
無
線
装
置

路
側
無
線
装
置


